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桑の擬似胴枯病菌二種
遠藤保太郎

高瀨毅一

　　　　1．絡　　言

　擬似胴擶の舗は諮て鞠力・・外糖難醐杣練酬以噛繊鮪し幌病購を
黙するもの膜へた病名である・しかし齪の胴楠でさへ、臆嫌め趨される醐の
tSSEil　tCよつて趣れるか欄のものであるから瀕似騙病購の字を鰯て良いか齢か、

鰍他の原欧よつて撚た死撚寄生す鵬舘購とは云へな曙であるカ・、鞘の擬似
胴鵬と呼ぶのは・騰にチ糺ていただくべきもので、眞正の胴枯練イ以㎡非なるもの帆て

W，es，；ieするのである・從て擬伽1司楠菌の中には噸噛っゼ話物寄生も妨うL締物

粧もあらうし・牛死物姓や本當の死物粧もあるであらう。が兎に角潮宜1，、擬似∬醐

病の舗を以て“｝sし・雛菌蹴ては個・燃査するeととL，眞瑚司髄との銅腱く
るを可と信ナる者である。

鞘が拙糠蹴螺中に擬似JJ同枯病藤して欝己載したものには、　Ph・ma　m。，i，。1。，　Ph．

m°1’°「um・Ph・m・rear’・m・・Ph・1・yl・if・rmi・，・F・・i…cum　m・ri，　Cyt・P1・a・・in・nsis，　“f。，，。xia

ph°「ci°ides・V・1・・雌i・・1…C・ypt・v・1・…x七…i嚥唖類鮪るが洪後桑の撒1麟融

つて往捌種の菌鰍認め赴とあり・更1・綱本瀬慧科第二騎の桑樹胴鵬實駄際し．

36名中2名（小松茂男艦、西澤正…㍊’）が夫捌⑳醐酬乱たので．玄玄にその解翻

々概要を記述することとし充。

　　　2・　劃【acrophoma　sp．

　　A）寄生歌況　　　　、

　六月中旬に探集した桑の枯條の一本に於て認めたもので．菌の蕃殖器の現れてゐる部分は、

枝條の中程で、僅に数雫方糎の面積に限られてゐるが、枝條を一周してゐる。（第一圖A．ヒ）

その外観は貝正の胴枯病と酷似し．肉限的には全然識別が娼來ない。即ち、栓皮下に形成され

耀殖需が隆起して諺卜頭欣の涜疹と勧、鮫鰍に密生せる観る。但し君綱部は別に難

せす・　3〈凹陥することもなく・周圃のUt分との境馴撚としない．搬捌げば、艶圓離
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の蕃殖器が淺く皮暦部に埋蔑して存在するを認む。

　　B）菌の形態
　蕃殖需としては、分生子殻（Pyenidium）のみで，予嚢殻（？eri七h¢cium）は皆無である。分

生子殼は個々分離して存窪するのが普通であるが．稀に1二個相接燭して生する。栓皮の直下に

形域され、磯達すれば栓皮を墜し破つて、その頂端を露はす。大腱擶圓形をなし、基部は梢桶

ユlsである。周團に多少の菌綜を見るも、子坐は存在しないb殼壁は内外の二暦より放り．外贋

は黒褐色厚膜の儒柔組織をなし、内暦は無色で細胞膜極めて薄く、直接に子實厨と遮つてゐる。

成熟せる子殻は頂端部に於て開口するが．別に突鳩せる頸部を具へす、叉毛茸を帯ぶることも

ない。た岡買端部の殼壁は他の部分に比し納厚い傾きがある。

　　　分生子殻の大さ

横矧高・

360　　　280

430　　　280

400　　　250

3工0　　　295

3遣0　　　240

1璽」愚ど茎総聯潔強τ撃織灘灘磁
aGo「 @　220　　　歌、簡翠にしてbその初め梶棒状に仲び、中程に一節膜
340　　　2d5
　　　　　　　　　を坐じて胞子を分つ。小柄の大さは測定に禰々困難であ
385　　　260
4、5　28。　るが・大薇23－18×2一1・5μである・

395　　275　　　　胞子（Pycnoconidia）は紡纒形で爾端漸尖し、被膿薄

　　　　　　耶均墾　　塑　　　　く、無色で大小の油球多歎を含み、Sudan　IIIのアル

コ　一一ル溶・液にょり容易に赤染す。胞子の大さは次の如くである。

侵・レ隔

　28　　　4

　25　　　6

　23　　　5．5

　32　－5
　26　　　5．5

　27　　　5．5

　26　　　5

　24　　　5．5

，　23　　　6

　27　　　7

　31　　　16．5

　無7　　　5，

　25　　、6

長・1幅

　27　　　5

　27　　　5．5

　31　　　6．5

　27　　　5．5

覧26　　　7

　24　　　6，5

　31　　　6

　28　　　4．5

　27　　　6

　26　　　5，5

　27　　　5，5

　2tj　　、　d　．

　28　　　「6．5

侵・［幅　　　晩轟、薦濫、，。laジ

27　　　5

27　　　6．5　　　　　　A

28　　．5

28　　　5‘5

26　　　6。5

27　　　5．5

26　　　5

L25　　　d

2義　　　5．5

26　　　5，5

・・ V

・一一 L

23　　　e

23
@5・5　　，　　キ詫　
　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　L以1，・40個の鴨は、畏さ26．3圃扇5．5μで　　　B’1熱　。一

7μ最小4μである。 蕪

　薗の形態よりすれば、不完全菌綱鋸ungHln輔　　　・　　　荊　　tt’▼・　　　　　i、

P・・fec七i）噸し、　Lh・⑱・・氏の纐ではSl・｝・一璽繭嚇蝉位（・）妹す・・』分肝

一P・・d6・e㈱子鮒）、　Cl・蝋S1一　翫糊笈蛭欝露麟講；薫’

爾氏の分類では・h・一・（・i一マ科）に編・、響欝ず撫継ぎ畿讐
入さるべきものであり、，子坐を欠くこと・・子穀　・脱離せる胞子。・．
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勤縣鰍より鵬こ点吼鮪する・・e・櫓鞭の灘にして簡・’fi．なる，と、胞子邸

胞艶なるこ縛は洞榊Ph・・n囑，隅灘の桑欄禰と轍する肺ど、胞子帳
さ駄いに鋤・Ph・皿噸肌て・5μ以下と規定してあるt・・．糟肝均26．3。であるカ、

　らMacrophoma騰（ρものと見倣さねばならぬ。

而してM“c「°ph°m囑の種類として既に轍されたもの醗隈砒て：…種以」、1・も

及び・そのpl：t　H本に於て蹴されたものが・茶讃騰桑凄・・ナナ、ア・ψド、囎満

漁拶ンク・・桃・禰・・ヘデ・柿・梨，kv・ウバシ、ザゼ。軌鰍1障甫合汰豆
等に寄生するもの20癒許りである。

その中・桑嬬生するものは・跳氏により　M…’・Pti・m・・minu七・・B・・上綱定せられ、喚

搬は比較鯛く灘喋飢たる嫉組織よ賊り謀磯鯛にS・biE。1。m　wtをなぜる

紛畝胞琳磯砒し砒較白勺大なり而し樋幣灘鼎に櫨り姓するより熟
紺れば・肉繭熔錬髄と剛Uし得ぺし、騨Ph…1・・P・・諭・u・。　M51i。と欄；

醐るより・恐らく雌諭る分生胞子なるべし」（慧業試験揚報告第一翁第五號）・と繊して

あ葱が・予艶細槍したるものは・轍は特別eekする・となく、肉關には齪の胴欄
齢痢駒韻なく・・Phy・al・sp・・睦侮・ともなゆら酬縦見｛敬さ」i、eiEならぬ。

それから他の総の働腐生するM・cr・ph・maの種類と職して見るも、胞腋び，J、柄

の寸齢轍しな聴ら・灘の齢恐らく噺種瑠むべきものであらう．然し傲献の探
馳必畢するが冷働にM・G・・ph・m・・m・x’i・・1・・Y・・d・J・．　s、・，として轍して置く。

　　　3．Diplodia　mori　Westend．

　　A）寄生ラ伏況

桑の撒に糊し・鞭はeemの胴オ古病と全く瀾し難く、蟻ウ搬下P・艶針鰍曙

殖糀馳眺疹灘腕して・鵬瓢をなす・雛都位は撒の基部のeとも中部以上の

　　　第二　圃　Diplodla　　　　　　　　　　　　　　こともあり、3ζ）伎條の周園た亘るも

　繊／t　・1（tlt　・．桑條。基部。罷せ｛Fl・］面を鰻するものとある・（第二岡）

　　　　　　　　脚　　る・・　　　B）菌の形態
　　　　　　　　欝　2凋撒馳・撒前種・同檬に、蕃糠して頒
　　　　　1簸2、L鷺（ヒ）を蝉轍のみを蠕子坐（s…ma⊃は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全く欠くも、極めて稀に之を具ふる　　　　　　　　欝魂　　　。とあり．子繍嚇、て栓皮

　　　　　　　　蜘　　　　　　下に灘し、醐形或は下部砺・1・な

　　．v、・∫　　　　影　　　　　　　　　　　　　　　　　壁を生じて二室或は三室を濠し、　3く

　、　lt　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　二個乃至欺個の子殻が相接燭して群

　　　．，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をなすこともある。
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子殻の大さ　　　　　　　　　・挙均横筏272．5μ高さ1　，76．0μであるσ而して子殻

1横裡i高さ

285　　　255

290　　　コ70

260　　　五45

295　　　205

265　　　160

竺塑↓　隼羨綴描諜鱗拶漆菱糊宅欝隷
　260　　　15⑪
　　　　　　　　　廊多くその横雛400μ以上に達す。
　290　　　170
2，5　22。　　轍には頸部なく・；・t孔をP目くも・特に毛茸娯ふる

　250　　135　　　ことなし。敷壁は厚く、内外の二暦よりなり、其外壁は

255　　150　　　黒褐色厚膜の五六暦の菌紹胞よりなれる循柔組織であ

　　　　　　　　　りb内壁は細胞膜薄く無色である。子實暦は口孔部を除

き略一様に磯遡し，小柄は圓筒形で太く、平均14×3μ位あり、無色である。

　胞子は糖圓形で爾端圓く、膜厚く中央に節膜を具へ、二胞よりなるも・絡れ無く・褐色を呈

Lてゐる。尤も小柄に附着せる若い胞子は，短欄園形、薄膜、無色、翠胞で小身頂粒を多数含む。

・以上40個の亭均は長さ19．61t幅8．5／2であり長

さの最大24μ最小1711幅の最大10／x最小7／xであ　　　　　成熱せる胞子の大さ

る゜

@　　『　　　　耳・ド幅．
　　　　　　　　　　第　 ㌃≡三　　【圖｛　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　21　　　　・9

　　　　　　　　　　Diplodi乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18　　　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　　　7

　　　　　　　　　　　　　＊”“「’X…i蹴…鉱…，　　　198
　　　　　　c　　　　　　鮒，r，：1輻’“x　　　　　　24　9

霧べ・　雛　㊥騰．獣　　　　，8　8

　　　　　　　　　　　　　　　曽’＼，　　　　　　　　　20　　　7．5

Qb〈tS，　　ア．　　1。、
0，③コア　　　　　・・－8
　　　　　　　　　；

少　　　　　冨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　　　9

嶺　．魏撚黛，　・蟻、・
一　　　　鑑　》　　　　　　21　7．5

罐

　　　　ぜ櫨磁』’　『　　　　　　19　8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21　　　8
A・分生子殻の縦凱葡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　8．5

　コ　桑條の栓皮o　力　殻壁o　ア　ロ孔o

B．搬壁及び子鋭暦の一部・　　　　　　　　　　18　7
力騨の夕燭。キ同内胤シ若縮子梗・　　　19　8
　ホ　胞子。

G．胞子
　ワ　若き胞子。

　　　　

長さ1幅
19　　　9

21　　10

18　　　9

19　　　8

20　　　9．5

1s　　　9．．5

19・　　g

18　　ユ0

21　　　9．5

19　　ヱ0

22　　　9

18　．　8

21　　　8．5

20　　　8．S

2t　　　8、1

20　　　8

19　　　8．5

ユ8　　　7．5

20　　　8．5

19　　　8．5

　C）種の同定
分生子殻のみを蕃殖將として生する故不完全菌綱に厩し、胞子が短く暗色二胞なる特徴から
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Phae°didymae（Sa・C・）に鰍さるべきものであり、更VC胞r・が荊・i質槽びざるeと、子殻に

゜孔を有する・榔の恥らMa…dipl・di・・Didym・・p・ris鵬から圃Uされて、朋かte

Diplodia鵬のものと認められる。

肌てDipl蝋蹴て繍・於て記載されたものはv・・チ鵬曇蔀猷モチ峨イネ
の葉、除虫菊の漿、桑の枝等に笥生する種類である。

　桑條に寄生するものとしてはDiplodia　mori　Wes七，及びDiplodia　rnoricola’Cooユce　e七

Ellis・の二種が検出されてゐる。

三宅IKkecよれば・D・　m・riの胞子の大さは15－32・7－－13／・　t：して中央に紐れあるあ、1り訳

明かならざるものあり・櫓子梗も短く場合によりては不明僚なることあり、胞子の大さは大髄

予等の菌と一致す。

烈・どもLi・d・・邸よれぱD・m・riは鹸及び赤桑の枝條姓じ、子穀の酪3。。＿35。〆、

胞子は20…25・8－10μでDb、　n’a子の大さは大差なきも、搬の大さは予等・のものよ幡力、

に大である。

　次にD・moricolaに就て原氏の調査せられたるものを見るに、子殻の直径150－一一270，ct小柄

の大さ5－一一8・×・3－一一5xx　，胞子麟醐珍、卵骸醐剛衆して中央に一イ固の隔蹴有し黄禍色を

鑑すとあり、予等のものに比して子殻の大さは大差なきも、小柄の寸法は全く異る。

　術伊國のベルレーゼ氏によりて桑に宥生するものとして、Diplodia　a七ramentaz’ia　G．　e七EU，

D・　・ubtilis　B・n・等の種類th・cr＄げてあるが我邦に難するや否や不明である。　　　L

以上の如く・予等の今回謝漣るものhr、　’子殻の大さに於て疑問の髄れど注要なる鰍

としての胞子の大さが略一致するagX・b・前言己のDip1・cli・・m・・i　w・st・nd　T
ﾌ縣を充當して

良からうと思ふ。（於上田澱懸專門學校）

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和八年＋二月二＋日受理）

　　　　Tw・Sp・ci・s・f・Fu血gi　f・und・in　th・Mulb・・ry．Blight．

　　　　　　　　　　　YasutarδYEM）O　and　Kiichi　TAKASE

　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeivecl　Dee・　20．1933）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　M・teri・1・f・r　re・ear・h’・D・ad，　d・i・d・t・m・bea・i耳9・umer・ti・，　minut・，・a量・ed

spots　on．the　bark，　whose　symptoms　and　signs　just　alik6　as　the　ordinary　mul－

berry　blight　called“　Dδgare　”in　Japanese，

　　Parasitic　organisms：In　the　present　paper　the　writers　have　described　two

species　of　fungi　which　belongs　to　Deuteromycetes　as　the　following．　Where

Qne　of　them　may　be　a　new　species，
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　　　　・（1）Macr6pho！ha　moric61a，　Yendo．　n．　sp．　　．　”…　　　．

　　　　Pycnidia．separate，　in亘ate　but　finallY　erumpents　elliptical　of　cohidal，．not

rostrate，　ostiolate，　not　papillate，　glabrous，　outer　thick－Walled，　brownish　black　a血d

・Parenchy血atous，．inner七hin－walled　hyaline，、430－374－310μin　diam6terl　295－－

263－220μin　height，　Pycnoconidia　fusoid，1－celled，　thin　walled，1hyalin6，　contai・

ning　many　fat　granulds、．32－26．3－23μ10hg，7～5．5一4μ　wide．一Sterigmat哉

simple，　filiform，　hy　aline，23－18×2－1．5μ．　　　　　　　　’　．　　　　ご

　　　　（2）Diplodia　mori．　West．

　　　　Pydnidia　as　in　the　preceding、　spe、cies，　but　295－272．5－250μin　diameter　and

255－176．0－135μin　heigh七．　Pycnoconidia　dark　browr1，1－septate，　smooth，　thick

walled，　noむconstricted，、24’一一19．6－－17ヌ10↓8．5〒7μ，　Steriglnata　’cylindrical，

lhyaline，14×3μin　average．』

　　　　（The　Imperial　College　of　Sericulture　and　Silk－llユdustry　Uyeda，　Japan）
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